



制限時間は３分間。傲慢王女は陥落し、ヤンデレは加速する。

ラノベ世代の官能小説《オシリス文庫》無料マガジンvol.7






[image: ]


オシリス文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






本書の内容はフィクションであり、登場する団体・店名・人物などの名称はすべて架空のものです。
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３分間さんぷんかん

 でも逝けイケ

 ますか？

～はるかかなたの挑戦ちょうせん

 ～





　事故に遭ったのは一ヵ月ほど前のことだ。





　高校の卒業式があった日。

　進学する大学も決まっていた俺──日比野ひびの

 奏太かなた

 は、高校生活の最後くらい思いきったことをやろうと、三年間ずっと密かに想い続けていた女の子へ告白することにした。

　相手は、同じクラスだった月ヶ瀬つきがせ

 晴香はるか

 。

　少し地味な感じがするけれど、目鼻立ちの整ったかわいい女の子である。

　小柄ながらもスタイルが良くて、抜けるような白い肌と、肩甲骨のあたりまである長い黒髪の持ち主。

　外見だけを見ると、在学中ずっとフリーでいたのが不思議なくらいだ。

　ただ、彼女にはどこか硬いイメージがあった。

　ぼっちというわけではなかったけど、教室ではひとりで本を読んでいることが多くて、少しとっつきにくい、生真面目な優等生──という感じだ。

　男子たちが積極的に関与しようとしなかったのはそのためだろう。

　俺の場合は本の趣味が一緒だったため、ほかの連中に比べると話をする機会は多かったのだが、その際だって交わす言葉はほんのわずかものでしかない。

　でも、その短い会話の中で月ヶ瀬晴香の優しい人柄に触れた俺は、彼女に対する想いを徐々に大きくしていったのである。

　正直言ってあまり期待はしていなかったが、

　──高校最後の思い出として、華々しく玉砕するのもいいか。

　と、式が終わって帰ろうとしていた彼女を呼び止め、肩を並べて校門を出たところで、勇気を振り絞って告白したのだ。

「ずっと好きだったんだ。俺と付き合ってほしい」

　なんの捻ひね

 りもない、ド直球ストレート

 な台詞。

　もっと気の利いたことを言えないのか……と自己嫌悪に陥りそうになったが、意外なことに彼女は小さくうなずきながら承諾してくれた。

　彼女いない歴＝年齢という寂しい高校生活を送っていた俺が、最後の最後に一発逆転の幸運を手に入れることができたのだ。

　おまけにそのとき初めて知ったのだが、彼女とは進学予定の大学も同じだった。

　そりゃ、もちろん喜んだよ。

　喜んで、あまりにも浮かれすぎてしまったため──。

　暴走してきた車に気づくことができなかったのだ。

　あとから聞いた話だと、携帯電話に気を取られての脇見運転だったらしい。車は歩道を歩いていた俺たちに向かって一直線に突っ込んできた。

　ギリギリになってようやく気づいた俺は、彼女を突き飛ばすのが精一杯だった。

　あのときの光景はいまでも忘れることができない。

　全身が激しい衝撃に襲われた次の瞬間、すべての音が消えて、回転を続ける視界には顔を引きつらせた彼女と、抜けるような青空が交互に映った。

　──ああ、まるで天国から地獄へ急降下だな。

　己の不運を嗤わら

 ったところで視界が暗転し、意識はスイッチを切ったように閉ざされた。





　俺は死んだ。

　死んでしまったのだ。

　と、てっきりそう思っていたのだが──気づくと白い病室にいた。

　なんだ、怪我はしたみたいだけど助かったんじゃないか。

　ホッと安堵したのは束の間のことだった。

　妙に身体がふわふわとした浮遊感に包まれていることを不思議に思ったところで、眼下に信じられないものを見た。

　身体中に管をつけられ、ベッドに横たわっている俺自身の姿だ。

　周囲にいるのは悲壮な顔をした両親と、難しい表情を浮かべている医師や看護師。

　この光景を見て、なんとなく自分の置かれている状況を察した。

　俺はあの事故で死んだわけではないらしい。

　だが、無事だったわけでもないようだ。

　おそらく手術かなんかを受けたものの、その後の容態が思わしくない。このままだと意識が回復するのは難しい……って感じだろうか。

　なら、いまここでそう考えている自分は幽霊？

　いや……死んでいないのだから、生き霊ということになるのかな。

　ありえない状況に置かれているにもかかわらず、俺はなぜか冷静だった。自分が生き霊だということも、妙にすんなりと受け入ることができたのだ。

　幽霊の存在なんて信じていなかったけど、もう否定することもできないな……なんて思いつつ周囲を飛び回ったりもした。

　霊体になった俺は誰の目にも見えないらしい。

　両親や医師たちが、俺に気づくことはなかった。

　廊下にあるソファに彼女を──晴香ちゃんの姿を見つけたのは、ドアを素通りして病室の外に出たときのことだ。

　彼女は泣き腫らした顔をうつむかせていた。

　たぶん、一緒に事故に巻き込まれた身として──告白を受けたばかりの彼女として、生死の境を彷徨さまよ

 っている俺のことを心配してくれているのだろう。

　泣いてくれる彼女がいるのが、せめてもの救いだよな。

　そう思いながらゆっくりと近づいたときのことだ。

「……っ!?
 」

　晴香ちゃんは、ハッとしたように顔を上げてこちらを見た。

　間違いないではなかった。

　その驚いたように見開かれた目は、霊体だけになってしまい、誰にも気づかれない存在になってしまった俺を見つめていたのである
 。





　これは生き霊になってしまった俺の話。

　霊体だけになってしまった彼氏を受け入れて、ちょっと奇妙な同棲生活を送ることになった晴香ちゃんの物語でもある。






＠







　聞こえてくるシャワーの音につられ、そっと浴室へと近づいた。

　霊体である俺は移動しても足音がしないため、それほど気を遣う必要はないのだが……やはり雰囲気というものがある。

　覗きというのは、こっそり盗み見るという行為が楽しいのだ。

　あまり堂々としては風情がない。

　その点、霊体の身だとこういうときは非常に便利だ。相手に気づかれることなく、生身では難しいことを簡単にやってのけることができる。

　なんせ、浴室のドアを開ける必要がない。

　軽く頭をつけるだけで簡単に通過できてしまうのだ。

　猫型ロボットが持っている、通り抜けフープを使ったようなものだな。

　顔だけを浴室の中に突っ込んだ俺は、ゆっくりと周囲を見回してみた。浴室内には湯気が立ちこめていたが、その向こうに形の良いお尻が見える。

　──おおおおっ！

　と、心の中で快哉かいさい

 の声を上げた。

　晴香ちゃんの裸体を拝むのは、じつはこれが初めてではない。

　身体がないくせに煩悩を消し去ることのできない俺は、これまで何度もこうやって彼女の入浴シーンや着替えを盗み見ていた。

　何度見ても、晴香ちゃんの身体には惚れ惚れとしてしまう。

　特にキュッとくびれた腰から、張りのあるお尻にかけてのラインは秀逸だ。

　胸は少し大きさが足りないような気もするが、それでも充分なボリュームを持っているし、なによりすごく形が良い。

　ずっと眺めていても飽きないスタイルだ。

　やっぱり、触ってみたいよなぁ。

　目の前に女の子の──恋人の裸体があるのだ。自らの手で撫で回してみたいと思うのは男として当然だし、彼氏である俺にはその権利がある。

　だが、残念なことに身体がない。

　どれほど彼女に触れたいと思っても、その願いを叶えることはできないのだ。

　くそ……なんで事故になんか遭っちゃったんだろう。

　あれさえなければ、今頃は普通の恋人同士として、晴香ちゃんと楽しいキャンパスライフを送っていたはずなのである。

　目の前にある綺麗な身体に触ることだって、できていたかもしれないのに。

　……まあ、いまはそんなことを考えても仕方がない。

　気持ちを切り替え、身体を洗い始めた晴香ちゃんをあらためて眺めた。

　彼女は俺が覗いていることに気づいていないらしく、こちらを向いてボディブラシを使い始めた。小さく鼻歌を歌いながら、ゆっくりと全身を泡まみれにしていく。

　ブラシが移動するたび、白い泡を乗せたおっぱいがプルプルと上下に揺れる。

　その様を凝視していた俺は、

「ほわああああ……」

　と、思わずため息を漏らしてしまった。

「ん？」

　彼女が目を細めてこちらを見る。

　湯気で見えにくかったようだが、浴室のドアから首だけを出して覗いている俺の存在にようやく気づいたらしい。

「え……？」

　と、驚いたように目を見開いた。

　びっくりした表情もすごくかわいい。

「な……か、奏太……くん？」

「やあ」

　俺がにこやかな笑み返した途端、

「きゃあああああああああっ」

　彼女は両手で身体を隠しながら、甲高い声を浴室に響き渡らせた。





「もうっ、覗かないでって、いつも言ってるじゃない」

　シャワーを終えて浴室から出てきた晴香ちゃんは、濡れた髪をタオルで拭きながら、頬を膨らませて俺に文句を言った。

　あのすごく綺麗な身体はパジャマで隠されている。

　けど、湯上がり姿というのも、裸体は違う独特の色っぽさがあってとても良い。

　こんな姿を拝めるだけでも、一緒に暮らしている甲斐があるというものだ。

　そう……俺は生き霊だけの存在になって以来、晴香ちゃんがひとり暮らしをしているアパートに転がり込んで、彼女と同棲生活を送っている。

　まあ、身体がないので、普通の「同棲」と違って単に居候という感じかな。

　現在の俺は、食事をする必要もなければ、睡眠をとったりする必要もない。服装だって事故のときに着ていた制服のままだ。

　つまり拠点となる家も必要ではないので、べつにどこにいてもいいのだが……やっぱり、あてもなく町をさまよい歩くのはつらい。

　そういう意味では、晴香ちゃんにはすごく感謝している。

　こんな姿になった俺を、彼女は驚きこそしたが、最終的に受け入れてくれたのだ。

　ほかに行くところがなかったということもあるけど、俺にとっていちばん幸せな結果だった。生き霊の身ではあるけど、彼女と一緒に暮らすことができたのだから。

「聞いてるの？　奏太くん」

「あ……うん」

　あらためて自分の幸運を噛みしめていた俺は、晴香ちゃんの言葉にハッと我に返った。

「でも……ちょっとくらいいいだろう。これが初めてじゃないんだし」

「何度見られても、恥ずかしいものは恥ずかしいの」

　晴香ちゃんはムスッとした表情で言い放つ。

「まったく、こんなにエッチな人だとは思わなかったわ。高校時代の奏太くんは、もっとストイックな感じだったのに」

「普通、男はこんなもんだと思うけどな」

　この部屋に来た当初はそれなりにエチケットを守っていたけど、一緒に生活する時間が長くなってくると、そんなことは言っていられなくなる。

　だって目の前に好きな女の子がいるのだ。

　触ることができないぶん、隅々まで見てみたくなるのは当然だろう。

「それを抑えるのが理性というものじゃないの？」

「だって……俺、いつ死んじゃうかわからない身の上だろう。だから、少しでも心残りがないようにしておきたいんだ」

「そ、そんなこと言わないでよ」

　俺の言葉に晴香ちゃんはフッと寂しげな顔をみせる。

　でも、残念ながらこれは事実だ。もう意識不明の状態が一ヵ月も続いているのだから、このまま目を覚まさない可能性のほうが高い。

　もし、身体が死んでしまった場合──俺はどうなるのだろうか。

　生き霊から幽霊にクラスチェンジできるとはかぎらない。

　つまり、俺がこうやって晴香ちゃんと一緒にいられるのは、俺の本体が生きているあいだだけかもしれないのである。

「だからさ、ちょっとくらい裸を見たって……」

「それとこれとは話が別」

　晴香ちゃんはしんみりとした表情を一変させ、ピシャリと言い放った。

「俺たち恋人同士だろう？　見ることすら許されないっていうのっ!?
 」

「そんな悲痛な顔してもダメ」

「でも、本当なら俺……晴香ちゃんに触れたいんだ」

「え……」

「一度でいいから手をつないでみたい。その柔らかそうな頬や、サラサラとした髪に触ってみたいって……いつも思ってる」

「……奏太くん」

　俺の言葉を聞いて優しげな笑みを浮かべた晴香ちゃんだったが、

「それに、おっぱいも触ってみたいし、太ももとかも……」

「奏太くんっ」

　部位が微妙な部分になると、再び表情を一変させてしまった。

　どちらも彼女に触れたいという素直な気持ちの表われなのに、

「なんでそこでエッチなほうへと進んじゃうのよ？」

　と、お叱りを受けてしまう。

「だって、俺は晴香ちゃんとエッチがしたいんだもの」

「な……ば、馬鹿っ」

　正直な気持ちを口にすると、晴香ちゃんは顔を真っ赤にして顔を伏せる。

　性的な話が苦手という噂は高校時代から聞いていたが、どうやら事実だったようだ。

　これまでにも何度かエッチな話題を振ってみたことがあったけど、彼女はいつも赤面して黙り込んでしまう。

　その顔がかわいいから、つい口にしてしまうんだけどね。

「でも、こんな幽霊みたいな状態では、どうしようもないんだよなぁ。エッチどころか、デートすることもできないし」

「………………」

「俺、彼氏として晴香ちゃんになにもしてあげられない」

「……私は、奏太くんがそばにいてくれるだけでいいんだよ？」

　俺のぼやきに、晴香ちゃんが小さな声でささやくように言った。

「本当なら、こうして話すことも……できないんだもん」

「うん。そうだよな」

　神様の気紛れだかなんだか知らないけど、俺はこうやって意識だけでも晴香ちゃんと共に過ごすことができているのだ。この先、本体が回復せずに死んでしまうのだとしたら、これは最後に与えられた、とても幸福な時間だろう。

　でも、あらためて晴香ちゃんを間近で見ると──。





　やっぱりエッチしたい！

　○○を××して、△△した挙げ句、どんなに恥ずかしがっても□□を○○するくらいのことは絶対してみたい！





　と、男として当然の衝動は膨らむ一方で、どうにも抑えようがない。

　これは自分でも少し不思議だった。

　本来、俺は女の子に対しては内気な性格だったはずなのだ。

　高校時代は晴香ちゃんに想いを伝えることもできなかったほどで、ここまで開けっぴろげなスケベキャラでは断じてなかった。

　覗きなんかする度胸もないし、露骨にセックスを要求するなんてもってのほかだ。

　こんなエッチな人だとは思わなかった──という晴香ちゃんの言葉は、ある意味では俺という人間を正しく表わしているといえる。

　どうして、こんな変化が起こったのだろう。

　考えられるのは、やはり身体から分離して生き霊になってしまった影響だ。

　人は生命の危機に陥ると、生殖衝動に駆られるという話を聞いたことがある。自分の遺伝子を後世に残そうという本能が働くからだと。

　でも、そのためには身体がなければどうにもならない。

　本能に従おうと思っても、ふわふわと宙に浮かんだままの幽霊みたいな存在では、好きな女の子に触れることもできないのである。

「はぁ……身体が欲しいなぁ」

「奏太くん」

　俺のつぶやきを聞いて、晴香ちゃんが悲しげな表情を浮かべた。

「やっぱり、幽霊……ううん、生き霊のままだと嫌？」

「当然だろう。望んでこんな姿になったわけじゃないんだし」

「そう……だよね」

　彼女は膝の上に置いた手をギュッと握りしめながら顔を伏せる。

「……ゴメンね」

「え？」

「私が突っ込んでくる車にちゃんと気づいていれば……奏太くんは、こんな目に遭わなかったんだよね。幽霊みたいにならなくて済んだんだよね」

「あ……いや、それは……」

「本当にゴメンね」

　晴香ちゃんはそう言って小さく頭を下げた。

　普段、彼女は俺が霊体であることを絶対に口にしない。こんな姿になった俺への気遣いなのだろうと思っていたが、そこには贖罪しょくざい

 の意味も含まれていたようだ。

「晴香ちゃんが謝ることじゃないよ。ヘマした俺も悪いんだし、それにまだ死んじゃったわけでもないんだから」

「でも、もし……このまま奏太くんの本体が目を覚まさなかったら……奏太くんがいなくなっちゃったらと思うと……私……」

　顔を上げた晴香ちゃんは、瞳にうっすらと涙を浮かべている。

「なにもしてあげられないのは私も同じだよ」

「………………」

　切なげな彼女を見ていると、霊体の身なのにギュッと胸が痛くなるような気がした。

　俺のせいで晴香ちゃんが悲しんでいる。

　俺のために涙を浮かべてくれている。

　けれど俺は、小さく身体を震わせている彼女を抱きしめることすらできない。

　おそるおそる伸ばした手は、スッと晴香ちゃんの身体に重なるだけで、その小さな肩に触れることすらできないのだ。

　──くそっ！　なんで俺は霊体なんだっ!?


　いまの状況が神様の気紛れであるというのなら、こんな中途半端な形じゃなくて、俺に晴香ちゃんを抱きしめる身体を与えてくれれば良かったのに！

　心の中でそんな叫び声を上げたときのことだ。

「……え？」

　フッと視界が反転した次の瞬間、俺は音を立てて
 床に転がっていた。

「痛てて……な、なんだ？」

　仰向けにひっくり返り、床のフローリングで強かに腰を打ちつけてしまったらしく、お尻のあたりがひどく痛む。

　なんで急に倒れてしまったんだろう。

　それに、なんだか身体が異様に重い……って、あれ？





　俺はどうして痛みを感じているんだ？





　この世の物理法則から逸脱した霊体は、なにかにぶつかったりするようなことはない。

　坊さんのお経でも聞けば別なのかもしれないけど、痛みを感じたり、苦しんだりするようなこともないのである。

「か、奏太くん……」

　聞こえてきた晴香ちゃんの声に顔を上げると、そこには彼女の驚いたような顔。

「どうなったの？　奏太くん……だよね？」
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お試し版の内容はここまで

続きは製品版でお楽しみください




[Kindleストアで製品版を購入する
 ]

iOS版Kindleアプリでは上記リンクは機能しません。

お手数ですが、Kindleストアにて直接「オシリス文庫」を検索してください














王女おうじょ

 姦落かんらく



－無様ぶざま

 なティアラ－
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　王女エリー・ローゼンフクスの容姿を一言で表わすなら「かわいい」という言葉がもっとも適しているだろう、と一等騎士シン・トロイデは彼女の横顔を見ながら思った。

　どちらかといえば「かわいい」よりも「美しい」がほめ言葉になる年齢になったけれど、それでもやっぱり「かわいい」のほうが似合っている。身長は低めだし、長い金色の髪は小動物のように柔らかく滑らかだ。頬は白くて触ったらプニプニしそう。顔立ちにはまだ子供の頃の、初めて出会った頃の面影が残っている。

　しかし、エリーに面と向かって「かわいい」なんて言ってはいけない。きっと顔を真赤にして無礼者と罵られるはずだ。

「一国の王女に対して『かわいい』とはどういうつもり？　未熟だとでも言いたいの？　ふざけないで！　私は王女よ！　ローゼンフクス王国の王女なんだから！」

　そう言って怒鳴りつける姿がシンにはありありと思い浮かべられた。おまけに杖で殴られるかもしれない。虫の居所が悪ければ命さえ危ない。──というのは決して冗談で言ってるわけじゃなく、エリーは実際に、気に入らない人間を殴りつけたり投獄したりするのもためらわない。

　プライドが高くてわがままで横暴。自分の未熟さを隠すために誰に対しても横柄な態度で命令し、思いどおりにいかないと機嫌を損ねてわめき散らす。このところエリーのわがまま王女っぷりには拍車がかかり、王国の民たちは「見た目がいいだけのクソ王女」などと陰で呼んでいるらしい。そんな醜聞がシンの耳にも届くようになった。

　そして今日もいつもと同じようにエリーは不機嫌だった。王都ナハトヴァルトへ入る城門の手前で、道の脇に跪ひざまず

 いた哀れな農民があろうことか王女を呼び止めたのである。その農民はボロ切れのような粗末な服を着て、痩せこけて垢まみれでひどい格好だった。エリーの機嫌を損ねるには充分すぎるほど条件が整ってしまっていた。

「どういうつもりかしら？」

　馬車から顔を出して、エリーはさも汚いものを見たというように目を細めて吐き捨てた。不穏な空気を察した騎士や侍女たちが不安そうな面持ちでエリーを見た。

「邪魔よ。さっさと失せなさい。あんたみたいなドブネズミの相手をしている時間はないの」

　強い怒りのこもった声。しかし彼女の声に悔しさと恐怖と焦りが浮かんでいるのをシンは感じ取っていた。農民の男がなにを言おうとしているのか、エリーはすでに察しているはずだ。察しているからこそエリーは怯えている。自分の失政と無能が明らかにされてプライドが汚されることを。少なくともシンにはそう見えた。

（王女様は変わってしまった……行き倒れた俺を助けてくれたあの時の優しさはどこへ言ってしまったのか……）

　華奢きゃしゃ

 な肩も、長くて綺麗な金色の髪も、子供の頃から変わっていない。しかしどういう時のいたずらか、心の表面は醜くいびつに変わってしまった。

　農民の男はエリーの目の前で跪いていまにも泣きそうになりながら精一杯の声を張り上げた。涙混じりのしわがれた声だった。

「どうかお願いいたします！　一昨年からの日照りで小麦も大麦も大豆も芋も！　なにもかもが駄目になってしまいました！　私たちの家にはもうなにも残ってはいないのです！」

　男は途中で何度も咳をした。喉の具合がよほど悪いのだろう。それを見たエリーが不快そうに眉間にしわを寄せた。

　シンは王女に仕える第一の騎士として馬上で姿勢を正して無言でその様子を見つめている。この光景を見るのは悲しくつらいことだった。このところ領内では雨が降らず作物が育たないという話はシンも聞いていた。城下に集まる作物も種類が少なくなり、人々は不満を口にする。王国の中でもっとも豊かなナハトヴァルトの町ですらそんな有り様だから、貧しい農民は困窮しているだろうとはシンも思っていた。だが、これほどとは。

「お願いいたします！　せめて次の収穫まで税の猶予を！　それだけで構いません！　それ以上は望みません！　村の仲間たちを！　家族を！　お救いください！」

　男の目から涙が落ちた。顔を歪ませ、それでも口を精一杯に開けて嗚咽混じりの声を絞り出す。王女への謁見を認められていない農民が直接話しかけるのは無礼であるどころか王国法による処罰の対象である。しかしそうしなければならないほどにこの国の農民が追いつめられているということでもある。

　それにもかかわらず、エリーの返事は冷たかった。

「なによ、農民のくせに。王女である私に意見しようというの？」

　男の額に脂汗を浮かんだ。

「無礼は承知しています！　私の命などどのようにしていただいても構わないのです！　ただ、村をお救いください！　このままではみな死んでしまいます！」

　男の目は血走り、体を支える両脚は小刻みに震えている。

　シンはこの男を助けたい気持ちでいっぱいだった。哀れな農民の隣で同じように跪き、村を救うように進言したい。もしそれが許されるとしたならば。そしてシンがそうすることでエリーの気持ちを変えられるのだとすれば。

　だがシンがそう考えているあいだにも、悲しい現実はシンの望まぬ方向へと進んでいく。

　不機嫌な王女は馬車から降りた。侍女のひとりがあわてて駆け寄って白く輝くドレスの裾が汚れぬようにうしろから手を添えた。艶やかな肌に金色の髪。輝くティアラ。日光の下ではエリーは精密な人形のようにかわいらしい。にも関わらず、表情は怒りと不安に満ちている。

　エリーはいきなり手に持った杖を振り上げ、小動物のように怯える男の側頭部を目一杯打ちすえた。金属が筋肉に食い込む鈍い音がした。

「ひっ……！」

　腕力の強くないエリーの一撃とはいえ、痩せた男は小さくうめき声を上げながらたやすく吹っ飛ばされた。

「私の政治が間違っているとでも言いたいの!?
 」

　砂の上に体を投げ出された男は地面に顔をこすりつけながら必死に弁明した。

「い、いえ！　決してそんなことはございません！」

「うるさい！　農民の分際で私のやり方に意見するなんて絶対に許さない！」

　エリーは杖で二度三度と男の頭を殴った。

「ひっ！　ど……どうかお許しください！　お許しください！」

「黙れドブネズミ！　あんたなんかに恵んでやるような物はなにもないわ！　どうせ私が若いからって馬鹿にしてるんでしょう!?
 　これはその罰よ！　税は飢えてでも納めなさい！　できないなら死ねばいいわ！」

　思いきり蹴り下ろした靴のヒールが男の横腹に食い込んだ。

「あうっ……」

　男は両手で腹を押さえて苦しそうにのた打ち回った。何度も額を殴られたために痣あざ

 だらけになり、こめかみから血が出ている。

　もはや我慢できなかった。シンはたまらず下馬してエリーのもとへ駆け寄った。

「殿下、もうおやめください」

　エリーは驚いた様子で振り向いた。シンと目を合うと、大きな瞳に涙を浮かべてシンを罵った。

「はあ!?
 　おまえもこんな薄汚い農民の肩を持つの？　私に命令するの？　この王女エリー・ローゼンフクスに向かってそんな口を聞いてただで済むとでも思っているの!?
 　どうして！」

　持っている杖で今度はシンを殴りつけた。

　痛い。だが一等騎士を務め何度もの戦争で修羅場をくぐり抜けてきたシンは気丈に耐えた。大男に大剣で斬りつけられたことも一度や二度ではない。それに比べればエリーの腕力などたいしたことはない。胸に右手を当てて敬礼したまま、直立不動で痛みを堪え続けた。

「なによ！　なにか言いなさいよ！　私の言うことなんでも聞くんでしょ!?
 」

　だがシンはなにも言わない。まったく抵抗しない。シンはこれが一等騎士としての最大限の役割なのだと思っている。そして昔自分の命を助けてくれた王女への精一杯の忠義なのだと。

　根負けしたのはエリーだった。

「ムカつく家来！」

　そう吐き捨てると、悔しそうに歯を食いしばって馬車に乗り込んだ。

「さっさと馬車を出しなさい！」

　馬車の御者は申し訳なさそうな視線をシンに送ったが、エリーに命じられるままに馬を動かさないわけにはいかなかった。馬車と騎兵の列がゆっくりと動き出した。馬車の後尾の騎兵たちは王女から見えないようにこっそりと、シンに敬礼を送った。道に倒れた農民の男や、いつの間にか遠巻きに集まっていた通りすがりの人々が、エリーの馬車に怒りのこもった視線を向けている。

「手当てを」

　シンは王女の一団が城壁の向こうへ見えなくなるまで敬礼で見送ってから、農民の男を抱き起こし、持っていた布で血を拭い傷口に薬草をすり込んでやった。

「王女殿下の横暴、どうかお許しを」

　男は傷口の痛みに顔を歪めて、絶望に涙を流している。

「騎士さん、あんたが王女に忠義を尽くしているのは立派だよ。俺みたいな下民を助けてくれるのだってそうそうできることじゃない……でも俺はもう……どうしたらいいんだ……この冬どころか明日食べる物だってありゃしないんだ……」

　うなだれる男の周りに人々が集まってくる。みな口々に王女の悪口を言い、罵った。

「そうだそうだ、俺たちはあんなクソみてえなヤツを王女とは認めねえぜ。しょせん馬鹿なガキだ。先代はあんなに偉大な王様だったのによ」

「あんたもいつまでも家来やってねえで、さっさとクソ王女をぶっ殺してくれよ！」

「そりゃいいや！　クソ王女が死んだら代わりに摂政様が女王様になってくれるんだろ？　いいねえ、最高だ」

　彼らの罵詈雑言は本来ならば侮辱罪で投獄ものだ。しかしシンはあえてなにも言わずにその場から立ち去った。彼らを取り締まることになんの意味もないのだ。それで国がよくなるわけではない。

　馬車を追って城門の下へ差しかかったときには、小粒の雨が降り始めていた。

　まるで10
 年前のあの日と同じだった。親を亡くし城門の外で途方に暮れていたシンに手を差し伸べた優しい少女。放っておけば飢えて屍しかばね

 になるだけの貧しい少年にすら食料と寝床を与えた、慈悲深く思慮に富んだ美しい王女様。それがエリーだった。

　彼女はシンよりも年下だったが、シンはいつも尊敬していた。いまでも敬意を忘れてはいない。

　しかし。降る雨を見上げてシンは心の中で悲痛な叫び声を上げた。

　王女様は変わってしまった。あんなにも優しかった王女様が！　どうしてこんなことになってしまったんだ！

　ちょっと強情で見えっぱりなところはあったけれど、勉強がよくできて、甘えん坊で、なによりも偉大な先王様の娘として誰もが将来を期待した王女。優しくてみんなの味方だった。

　２年前に先王が亡くなって事実上エリーが王権を継承したが、エリーの振る舞いが横暴になったのはその頃からだった。家臣を怒鳴りつけることが多くなり、やがて弱者に対して一方的に暴力を振るったり、怒りに任せて投獄したりするようになった。

　恐怖は人を変えてしまうのだ、とシンは思った。エリーは秀才だが臆病だった。優れた王女という自分の姿が崩れることにおびえていた。偉大な先王と比べて失政続きの無能な王女という烙印らくいん

 を捺お

 されることをなによりも恐れていた。シンが諌いさ

 めようとしても、エリーはますます自分の殻に閉じこもり、間違ったほうへと進んでいった。

「なんとかしなくては……もう時間がないのだ……軌道修正する時間が」

　エリーの従姉であるエレナ・ローゼンフクスは、王女エリーが王権を継承した際、先王の遺言に基づき王女を補佐する役割として摂政に任じられていた。彼女は優秀な政治家で国民の信頼も厚い。先王の遺言どおりにふたりが両輪となって政治を行なったならば、王国はきっといい国になったに違いない。

　だがエリーは摂政エレナの意見をまったく聞こうとはしなかった。それどころか自分にたてつく無礼者と罵って遠ざけたのだ。優秀なエレナと比較されるのを恐れているのだ。

　もうひとつ悪いことに、摂政エレナは野心家だった。王女を差し置いて自らの権力を着実に拡大しつつある。おまけに王女を見限って摂政を女王にしようと考える臣民たちも多い。このところクーデターの噂がシンの耳に届くのは、あながち単なる噂ではないのかもしれない。

　去り際に農民の男がつぶやいた言葉がシンの心に引っかかっていた。

「あとちょっとの我慢だ……あと数日だけ生き延びれば国は変わる……摂政様ならきっと……」
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　浴室からエリーが出てきたのを見るや、マリア・ピスティは立ち上がり、手に持ったタオルでエリーの柔らかい体を拭き始めた。マリアはエリーの身の回りの世話をする侍女で、風呂上がりの世話をするのも毎日の務め。無表情で口数も少ないが、エリーからは信頼されている。この国では珍しい青みがかった黒髪と、黒曜石のように黒く深く輝く瞳がいっそう冷たさを際立たせている。

　エリーの体は小柄だが胸はほどよく育ち、腰のくびれは細く引き締まっている。体のラインは文句のつけようがなく美しいが、唯一の欠点といえるのが股間の部分である。成人の儀を迎える年になってもまだ産毛程度にしか生えておらず、割れ目から薄ピンク色の小陰唇の先端が顔をのぞかせているのがまる見えだ。そのことがエリーのコンプレックスの一因だということはマリアも気づいている。

「汚い下民の臭いが移らなくてよかったわ」

　エリーはさもいまいましそうにそう言った。

　マリアはエリーの体を拭き終えると、純白の絹のローブを着せた。滑らかな肌と絹が一体となったかのように美しい。しかしわがまま王女様の機嫌はまだ治まっていないらしい。

「どいつもこいつも物わかりが悪いんだから。国の財政状況が悪ければ税率を上げる。当然の話だわ」

　エリーはベッドの上に仰向けに寝転んだ。

「下民どもがきちんと働かないからこういうことになるの。あれは報いよ。殴られたくらいで口答えする資格なんてないわ。それなのに私のことを馬鹿にして！　私が若いから駄目なの？　それとも女だから？　見た目が幼いから？　ほんとにムカつく！　あんな頭の悪い奴らなんか全員牢屋に放り込めばいいのよ！」

　両手でベッドを叩いてじたばたしている。怒りの矛先は農民を庇かば

 ったシンにも向けられる。

「生意気な下民なんて助ける必要がないのよ。民の評判がどうとか、そんなことを気にするなんて馬鹿正直にもほどがあるわ。一等騎士なんだから下民なんて斬り殺せばいいのに！」

　そんなエリーをマリアはそっとたしなめた。表情は微笑とも落胆とも怒りともとれる、とらえどころのない曖昧なままで。

「シン様は王女殿下のことをとても気にかけてらっしゃいます。殿下の将来のためにはひとつの失敗も許されないと、日頃からおっしゃっています」

「だからって神経質になりすぎなのよ。たかが下民ひとりで！」

「ですが、優しい方ですよ」

「頭が悪いのよ。騎士なんて体力しかとりえがないんだから」

　そう言うと、エリーはふてくされたように頬を膨らませて横を向いてしまった。マリアに言われては、あまり強く反論できないのだ。それに、心の底ではシンを殴ってしまったことを後悔してもいる。

　だんだん不安になってきたのか、さっきまでの威勢の良さがなくなって、エリーは小声でつぶやいた。

「それにしても大丈夫かな……ついカッとなって叩いちゃった……」

「シン様でしたら、たいした怪我ではないようですよ。ご心配ですか？」

「べ、べつにそんなことはないわ。たかが家来なんだから……」

　エリーは無造作にローブの隙間に手を滑り込ませた。マリアはそれを目で追って、またいつもの癖が始まったことを確認した。エリーの右手がローブの中のちょうど股間に当たる部分で、もぞもぞと小刻みに動いているのがわかる。

　無言。かすかに布と指先がこすれる音がする。

　エリーはピンク色の唇を小さく開けて、ぼんやりした切なそうな目で天井を見ている。今度は左手がローブの胸のあたりをかき分けて、まんまるな柔らかい丘を露出して、先端の小さな豆粒を撫でた。慣れた手つきで表面をこすり、転がして、つまむ。

「はぁーっ」

　不安をまとめて吐き出したようなため息。焦ったように両手の動きが速くなる。

「シン……どうやったらお父様みたいに……なれるかな……シン……」

　そんなことをつぶやきながら、なにかに追い立てられるように両手で胸の膨らみをつかみ、揉みしだく。かと思いきや、ローブに手を突っ込んで股間を上下に摩擦する。

「はっ……はっ、はぁっ」

　息が荒くなった。頭に血が上ってマシュマロのような白い頬がピンク色に染まる。唇の間からのぞく舌が大切なものを求めるみたいにちろちろとかわいらしく動いて透明な熱い唾液をこね回す。

「んっ……んっ……」

　黙々と自分の体をいじる。気持ちよさそうに目を閉じる。

「……マリア……やりなさい」

　いまにも泣き出しそうな表情でエリーはマリアを見た。いつもこうだ。

　いつもと同じ命令。マリアは無感情な声で応えた。

「はい、失礼します」

　純潔の王女にあるまじきはしたない姿でローブをはだけるエリーの横に腰を下ろし、その柔らかい金髪を、マリアは撫でた。

「大丈夫ですよ。王女様はとても賢くてなんでもできるんですから」

「うん……」

　おでこを撫でて、頬をさすり、唇に指先を触れる。エリーがそれを口に含んでしゃぶり始めたら、少し指先を動かしてやる。エリーは嬉しそうにおしゃぶりを続ける。まるで哺乳瓶をもらって喜ぶ赤ん坊みたいな甘え方だ。高飛車な王女の姿からは想像もできない恥ずかしい行為。しかしマリアはそれを見てもなにも言わないしなにを思っているのか表情にも出さない。

「ん……」

　ひとしきり指を舐めて満足したらしく、エリーは舐めるのをやめてマリアの腕をつかみ、持ち上げた。唾液がとろんと糸を引いた。エリーはそれをうっとりと眺める。そして腕をつかんだままローブの中へと誘導する。

　マリアはなにも言われなくともエリーのローブの前を開き、柔らかい肌色の割れ目を露出させた。見た目は無毛だが刺激を加えられて小陰唇が充血して開き、中から熱い粘液があふれてきていた。

「触りますよ」




[image: ]

お試し版の内容はここまで

続きは製品版でお楽しみください




[Kindleストアで製品版を購入する
 ]

iOS版Kindleアプリでは上記リンクは機能しません。

お手数ですが、Kindleストアにて直接「オシリス文庫」を検索してください













ヤンデレちゃんは我慢がまん

 できない！

－近ちか

 づくあの子こ

 を排除はいじょ

 せよ－





プロローグ





　漆野うるしの

 結衣ゆい

 は、どこにでもいる普通の女の子だ。

　身長は１６０センチ。部活は無所属、運動神経は並。成績はよくも悪くもなく平均ほどで、毎日の授業はきちんと受けるが予習や復習はしないタイプだ。

　ここまでならなにも注目すべきことはないのだけれど、しかし特筆すべきことのひとつとして、彼女が美人であることが挙げられる。

　黒くしとやかな長い髪。それが後頭部の高い位置にまとめられた、俗にいうポニーテールの髪型。

　その黒水晶のような髪とは対照的に、色素の薄い雪のような肌。

　意志が強そうなきつめにつり上がった大きな瞳。きりっと引き締まった形のよい眉。

　瑞々しい潤いに満ちた桃色の唇も、同じく一文字に結ばれている。

　総合して凛々しさと美しさを同居させたその美貌はある種近づきがたいものがありながら、せめて遠目に眺めていたくなるものであった。

　そんな美貌ともうひとつ。

　結衣には、お付き合いをしているひとがいる。

　そして結衣は、自分の彼氏が大好きである。

　──ちょっと病的なまでに。





１





　講義が終わるのと同時に、結衣は鞄を持ち自席から廊下への最短ルートを軽やかな足取りで進んでいく。

「あっ、結衣ちゃん、結衣ちゃん、ちと待って」

　途中、クラスメートの女子が話しかけてきたので歩みを止めた。

　ひと呼吸の間を置いて、いましがた話しかけてきた女子の名を呼びかける。

「なに？　……田村たむら

 、さん」

　返答をしながら結衣は、それとわからぬように視線を泳がした。

　その女子の背後にはふたりの女子が控えていた。

「んもうっ！　そんな他人行儀でなくって、もっと気軽にキョーコって呼んでってば～！」

「ん、ごめん。……今日子きょうこ

 、さん」

　よかった、合ってた。心の中でほっとする。

　──結衣がこの学園に入学してから決して短くないときが経た

 っているが、彼女はいまだにクラスメートの名前と顔とが、完全には一致していない。

　交際相手から「クラスメートとはキチンと交流しなさい」と言いつけられていなければ、結衣はクラスメートの名前を覚えようとすらしなかっただろう。

「まだぎこちないかなぁ……まぁそれは置いといて。今日ね、クラスのみんなでカラオケ行こって話してたんだけどさ、結衣ちゃんもご一緒しない？」

　結衣は「あー」とお誘いを検討するフリをして、ひと息置いてから答えた。

「その、ごめんなさい。今日は用事があるの」

「ぐぇあ。ふられた」

　おーまいがーと今日子は両手で顔を覆いながら、大げさな仕草で失意を露あら

 わにする。

　そんな様子を眺めていたうしろの女子が、やれやれと肩をすくめながら言う。

「だから言ったやんけ。漆野を誘おう思うたら、まずは旦那さんを通さんとな」

　関西風のなまり交じりに田村をたしなめたのは、田村と同じくクラスメートの青葉あおば

 清美きよみ

 。

　清美の言う「旦那さん」とは、結衣の彼氏のことだ。

　漆野結衣に彼氏がいることは、結衣のクラスメートにとっては周知の事実であった。加えて、結衣が彼氏との時間をなによりも大切にしているということも、結衣と同じクラスに属する者たちは皆知っていた。

「漆野さんと旦那さんって、いつも一緒にいるよね～。いつでもラブラブでアツアツで。そういうのって、すごく憧れちゃうな」

　ほんわかとほほ笑みながら、花川はなかわ

 香奈子かなこ

 が言う。

　結衣にとって自分と彼氏との関係は他者からどうこう言われるものではないので、そのようなことを言われても反応に困ってしまうだけだったりする。

「いまどき『ラブラブでアツアツ』て……。香奈子って、ちょっとオバサン入っとるよなぁ……」

「お、オバサン……」

　清美の辛辣なツッコミにしょんぼりする香奈子。

「でもそれだけ旦那さんに愛されてるってことだよね。一途な相手でいいなぁ。私も欲しい」

「……花川さん？」

　結衣の様子が変わる。敵意しか感じられない声色に、清美があわてて割って入る。

「いやいや、旦那さん──園原そのはら

 くんが欲しいって意味じゃなくて、同じくらい素敵な彼氏が欲しいって意味やから！　そうやろ？　香奈子」

「う、うんそうそう！　私も素敵な彼氏が欲しいなって！」

　さっきのしょんぼりとした様子はどこにやら、香奈子はあわてて付け加える。

「そうなんだ。ごめんなさい、私てっきり『ゆうくんが欲しい』って意味かと思って……」

「いやー、他人ひと

 の旦那をとったりせんて、ハハハ……」

　笑ってごまかす清美の頬には汗が流れ、結衣の言葉をもろに受けた香奈子に至っては青ざめている。

　そんな雰囲気とはおかまいなしに結衣は「それじゃあ、今日は帰るね。また明日」と別れのあいさつを告げて帰っていった。

「スイッチの入った漆野、ひさしぶりやったな」

　結衣が出ていった教室のドアを見ながら清美がつぶやく。

「私はじめてだけど、あんな急に変わるなんて……」

「香奈子、あんまり気にしちゃだめよ。漆野さんは基本的にはすごくいい子だから、もし地雷
 を踏んでも、すぐに訂正すれば大丈夫よ」

「旦那さんのことになると人格が変わる」それは結衣と一緒に記憶される、大事な情報であった。





　教室の外へと一歩踏み出た時点で、クラスメートとの会話を頭の外へと放り出した結衣は、校門へと足を速めた。

　昇降口にたどり着き靴箱を開けると大小さまざま、色とりどりの便箋の束がなだれ落ちて、結衣の足元に小山を作る。

　それらはいわゆるラブレターというやつだが、それは結衣のあずかり知るところではない。

　結衣は恋文の小山には一瞥いちべつ

 もくれず、無自覚にそれらを蹴り飛ばしながら上履きを脱いで靴へと履き替える。

　上履きを靴箱へと収納するとき、運よく（？）靴箱の中に残されていた便箋がくしゃりと音をあげて押し潰された。

　足元の手紙たちを省みることもなく、結衣は足早に昇降口の外に出る。

　向かう先は校門──の、陰に背を持たれるようにしてスマホを持っている、ひとりの青年の元。

　彼の姿が目に映るや否や、結衣は頬を紅潮させてぱぁっと喜色満面の笑顔を浮かべ、その場から駆け出すようにして彼の元へと走る。

「──ゆ～う～く～ん!!
 」

　大声で愛しの彼氏の名を呼び全身からハートマークを放出させながら、結衣は校門に立つ男──園原祐司ゆうじ

 の胸の中へと飛び込んでいった。

「ゆうくん！　ゆうくん！　会いたかったっ！」

　聞くだけで耳が溶け砂糖と化してしまいかねないほどの声色で、愛しの彼氏──園原祐司の愛称を連呼しながら、ぐりぐりと頭を祐司の胸元に押しつける。

　その拍子に、ポニーテールの先端がふりふりと犬のしっぽのように揺らめき、キリっとした眉は垂れ下がり口元も嬉しそうにゆがんでいる。

　普段の結衣を知っている人からするとまるで別人のような変わり方だが、正確に言うとそれは正しくない。

　結衣にとっては祐司といるときが〝普段〟であり、祐司と一緒にいないときの態度は余所よそ

 行きのそれでしかない。

「結衣はいつも大げさだなぁ。さっきお昼休みのとき、一緒に弁当食べたばかりじゃないか」

「ぜんぜん大げさじゃないよ！　ぜんぜんさっきじゃないよ！　ゆうくんのそばにいられない時間って長すぎるんだよぅっ！　もっとずっと一緒にいたいのに！」

「あはは、まぁ、俺もそう思うよ」

　会話だけでは飽き足らず、自身の胸を祐司の肋骨あたりにぐいぐいと押し当てる。言葉だけでなく行動も含めて愛情をオープンにし、往来のど真ん中で祐司と愛を深めていく。

「ああもう、かわいいなぁ、結衣は」

「えへへ……」

　よしよしと頭を撫でてくれる祐司の手つきに、結衣は目元をふにゃりと細めて、甘ったるい声を漏らす。

　たまたま近くを歩いていた通行人たちは唐突に展開された桃色空間に顔をしかめていた。

　──漆野結衣とその彼氏である園原祐司は、世間一般でいうところのバカップルであった。

　常にふたりで一緒にいる。

　脇目も振らずにイチャイチャしだす。

　自重という言葉を、彼らは知らない。

　ふたりだけの閉じきった世界からは、ラブラブとした波動が常に最高出力で解き放たれている。

　彼らと昔から同じ学校に通う者たちからは「近くにいるとブラックコーヒーが甘くなる」「虫歯になりそう」「イライラして壁を殴りそう」「手が痛い」──と、もっぱらの評判である。

　そのあいだに付け入る隙はない。






＊







　そのあいだに付け入る隙はない──はずだった。

　少なくとも結衣にとってはそうだった。祐司以外の男性など視界に入っても形として認識されることすら珍しい。同性にしたって、祐司からの言いつけがなければ顔を覚えることもしない。特に、結衣は他人の名前を覚えるのが非常に苦手で、「祐司」と「それ以外の存在」というふうにしか区別ができない。正確に言えばできないのではなく、祐司以外の存在を無意識に無視しているだけだったりする。

　翌日の放課後。

　いつものように意気揚々と祐司の待つ校門へと足早に向かうが、昇降口から出てすぐのところで彼女は足を止めてしまう。

　その視線の先には愛しい祐司と、仲睦まじそうに会話をしている女の姿が映っていた。

　──その女の姿を確認したとき、結衣は直感的に「こいつは危険だ」と感じてしまった。

　柔らかな輪郭の顔つきに、ほんわかと優しげなほほ笑みはこれ以上ないくらいよく似合っていた。祐司の近くにいるというだけで結衣の女に対する印象は最低最悪だが、厳然たる事実は否定できない。

　あどけない小動物を連想させるような小柄な体躯。肩のあたりでくりんとカールを巻いたショートボブ。

　祐司と並べば女の頭がちょうどよく祐司の肩のあたりに位置する。ああして並んでいると、ふたりはまるで齢の離れた兄妹のようにも見えてしまうがそれはありえない。祐司がひとりっ子であるがゆえに。

　見れば見るほど結衣にはない魅力ばかりを兼ね備えた美女──というよりは、美少女といって差し支えない風貌を備えていたが、結衣の通う学園指定の制服からして、美少女という年齢ではないことは間違いない。

「──」

「──」

　なんの話をしているのか。当然、ここからでは会話の内容は聞こえない。

　自分にうしろめたいことがあるわけではないのだから、堂々と祐司の元へと向かえばいい。なんならそのまま会話に割って入ってしまえばいい。

　けれどそうしないのは、いまの精神状態でふたりの元へと近づけば、結衣は女に対して危害を加えてしまう──その自覚があったからだ。

　それはいけない。やっちゃいけないことなのだ。

『女の子にけがをさせてはいけません』

　幼い頃に祐司と交わした、いくつもの約束事のうちのひとつ。約束を破ったが最後、『ゆうくんに嫌われてしまう』。

　祐司至上主義の結衣にとって、祐司と交わした約束は彼女にとっての行動原理であり、絶対的な法律でもある。その約束が、校門に向かって暴れ馬のように走り出そうとする足を、なんとか地面に縫いつけているのであった。

「…………！」

　心の中に生じた薄暗い嫉妬の炎に身を焼かれるような思いで成り行きを見守っていると、女のほうが先に結衣に気がついたようだ。女は結衣のほうにほほ笑みかけながらぺこりとお辞儀をしたかと思うと、祐司の元から歩き去っていった。

「……」

　──３分と26
 秒。

　祐司とあの女が会話を続けていた時間である。

　女のうしろ姿が見えなくなりこちらに気がついた祐司が手を振ってきたので、軋きし

 む身体を動かして祐司の元へと向かった。

「よっ。今日はちょっと遅かったな」

　まるで女との逢い引きなどなかったと言わんばかりに、声をかけてくる。

　たとえどのような態度に出られたところで、結衣の内面のざわつきを沈めるには至らなかっただろうけれど。

「さっきの、誰？」

　いつものように祐司の腕に抱きつきながら問いかける。

　祐司の腕に食い込む指の力がいつもより強くなってしまうのは、無意識のことだった。

「後輩の杉浦すぎうら

 ゆかりちゃん。名前くらいは知らない？」

「知らない。ゆうくんに近づく女なんて知りたくもない」

「あ、またそういうことを言う。ダメだぞそんなんじゃ。もっと俺以外の人とも仲良くしないと」

「話を逸らさないで。そんなことよりその女なに？　ゆうくんとどういう関係？　あんな女、昨日までゆうくんの近くにいなかったよね？　あの女となにを仲良さげに話してたの？」

「ちょっと世間話してただけじゃないか」

「ちょっと？　３分26
 秒もお話ししてたのが、ちょっとした世間話だとでも言うの？」

「いや、３分26
 秒はちょっとした世間話……じゃないのか？」

「私とゆうくんだけの時間を３分26
 秒も奪われた。あの女に。許せない」
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ネトゲの嫁よめ

 は刺激的しげきてき

 ！

～女体化にょたいか

 プレイとリアルの彼女かのじょ

 ～





　まるで闇を塗りたくったような黒い景色。天井も、壁も、床も、すべてが夜色に染められている部屋で、燭台しょくだい

 に立てられた蝋燭ろうそく

 が申し訳程度に光を放っている。

　開きっぱなしにしているステータス画面に意識を向ける。

　正常を示す数値の隣に、俺の理想をすべて盛りこんだ女のキャラクターが小さく表示されている。切れ長の目、高い位置でまとめた黒い髪、その髪とは対照的な白い肌、大きな胸、くびれた腰、柔らかな尻。それらを包む半着と袴。その上に着けた鎧甲冑と、腰に帯びた刀。

　女侍のユズル。それがこの世界の俺の姿。現実の男子大学生とはかけ離れた、ゲームの中の自分だ。

「黒の死王って名前にふさわしい、陰気な城だな」

　そんな俺の隣を歩く相棒が話しかけてくる。彼の名前はライノ。西洋風の甲冑かっちゅう

 を身に着けた、長身痩躯そうく

 の槍兵そうへい

 。いつもはいくらか軽薄そうな顔も、いままさに攻略中の最終ダンジョンの中では緊張した面持ちになっていた。

　大きな声で話してはいないが、自分たち以外誰もいない空間ではよく響き、それがふたりの緊張感を増していく。

「そうね。でも、前の暗闇のダンジョンよりは全然マシじゃない？　あそこには苦労したから。転職用の必須アイテムがそこにしかなければ、潜りたくもない設計だったわ」

　現実の俺とはまったく違う、高い声が喉のど

 から出る。

　もちろん、現実ではこんな口調でもない。これはこのゲーム特有の、選んだ性別の口調に翻訳するシステムだ。実際には男言葉でしゃべっているのに、自動的にいまのようなしゃべり方になる。

　自分の発している言葉と違う台詞になるのに最初は戸惑ったが、慣れるとそれもゲームの一環、ロールプレイとしてそれなりに楽しい。

「ああ、あったなあそんなダンジョン。準備がたいへんで、そのためのアイテム収集からして面倒だったよな。懐かしい。っと──」

　歩調を合わせて進んでいたが、同時にぴたりと止まる。

　蝋燭によって作られた影が、光の抵抗を嘲笑うようにうねり、人の形を取っていく。

　それは人の大きさをはるかに上回る異形いぎょう

 となって、禍々まがまが

 しい叫びを上げる。

　この城を守る衛兵、黒鬼くろおに

 だ。

「ユズル、敵だ」

「見えてるっ。せいッ！」

　相手が戦闘体勢に入る前に、刃の閃きが奔ほとばし

 る。袈裟斬けさぎ

 りの一撃を放ち、目の前の黒鬼が崩れ落ちる。その死体はあっさりと崩壊し、あとにはドロップアイテムが残された。

「そっちに１匹行ったぞ！」

　ひと息つく暇もなくライノの警告。その巨体に反して音もなく忍び寄った黒鬼が、背後から金棒を振り下ろそうとしてきていた。

　刀を振り抜いたあとの体勢では、防御は間に合わない。しかし、自分の意識を凌駕する速度で身体が動く。

　反転、踏みこみ、捻ひね

 り、振り抜き。

「やあッ！」

　神速の一撃が狙い違たが

 わず首を落とし、殺されたことを思い出したようにゆっくりと黒鬼が倒れていく。侍職のオートスキルの発動。相手の攻撃を事前に察知したとき、高確率でクリティカルの先制を与える。要はカウンタースキルだ。いま装備している真打・村雨むらさめ

 の攻撃力と合わせれば、たいていの雑魚は一撃で倒せる。

「喰らえ！」

　こちらが仕留めると同時に、ライノも一撃。長槍の旋回が、３体の黒鬼をまとめて始末する。

　周囲にいる敵は全滅させたが、ふたたび出現しないとも限らない。ふたりとも警戒したまま、数瞬の沈黙を経てようやく構えを解と

 いた。

　ひとつ息を吐き、ライノがその細面ほそおもて

 をこちらに向けてきた。一対一に特化した侍職の俺とは違って、長槍の範囲攻撃でフォローしてくれる頼りになる相棒だ。

　それに、どことなく見覚えのある顔なのが親近感を持てる。

「ユズル、大丈夫だったか？」

「ええ。ライノのおかげで助かったわ。あれがなければ一撃喰らってたかも」

「そりゃよかった。その綺麗な肌に傷でもついたらもったいないからなあ」

「視線がいやらしいのよね。ライノのスケベ」

　だらしない目線を追い払うように手を振ると、現実の肉体にはありえない部分がふるふると揺れた。そこには柔らかなふたつの胸ふくらみが、確かな感覚を伴って存在している。

　ここは「クロニクルサーガオンライン」というゲームの中。ヘッドギア型デバイスから仮想現実を体験できる、ありふれたオンラインゲームだ。

　そのゲームに俺、両澤もろさわ

 柚流ゆずる

 は女侍のユズルとしてログインし、現バージョンの最後のダンジョンを、相棒のライノと攻略しようとしていた。

「そうは言っても大切な相棒の身体だ。俺が触診してやってもいいんだぜ？」

「あなたに触られるくらいなら、町の医療ＮＰＣに触らせるわよ。お馬鹿」

　にやにやとこちらを眺めるライノに舌を出してみせる。男の俺が、男に身体を弄いじ

 らせるなんて想像したくもない。

　とはいえ、ライノの態度自体はこのゲームでは珍しいものではない。実際に、女プレイヤーに手を出している男プレイヤーはかなりいる。

　このゲームは実際にセックスができるのだ。しかも、かなり忠実に。ゲーム世界への意識の投影と、感覚のフィードバック。脳を直接刺激できる技術を盛りこんだヘッドギアがあればこそだ。

　そのため、プレイには成人であることを証明しなければならないが、キャラクターの性別は自分で選ぶことができる。

　現実世界では男でありながら女キャラクターにした理由はまあ、好奇心だ。

　事実、本物の身体とは違うものの、女の身体というものは男のものとは違っていろいろと新鮮だった。自分の身体を姿見で観察したり、弄り回したり、運動してみたり。

　さすがにセックスはしていないし、しょせんゲームなのだけれど、それでも男女の違いというものを堪能したとは思う。

　おそらく俺以外にもこうして女でプレイしている奴は多いと思うし、そういった要素がこのゲームが人気を博している一因だということは確かだ。

　そういった性的なものを抜きにしてもこのゲームはよくできていて、楽しい。

　職業の選択肢、ゲームバランスのよさ、定期的に追加されていく広大なマップ、豊富なダンジョン。

　女体への好奇心から始めた俺が上級職へと転職し、イベント武器を手に入れ、こうして高難易度のダンジョンへと挑戦するくらいまでのめりこむほどには中毒性があった。

　でも、ゲームばかりもしていられない。現在の最終ダンジョンをクリアしたあとは引退するということは、唯一の相棒であるライノにも言ってある。

「攻略情報によれば、もう少しでラスボスのフロアだな」

「そうね。とうとう最後のバトルか……」

「ユズル……やっぱり本気なのか？」

「ええ。ライノには悪いけど、ね」

「そうか……」

　もの言いたげなライノに構わず、歩き出す。

　プレイ中盤に出会って、そのままずっとペアでダンジョンを攻略してきた相棒にはすまないと思うが、大学生活との兼ね合いもある。

　ライノは俺のリアルを知らない。本名はおろか、本当は俺が男であることも。実際に剣道をやっていたから侍職を選んだということすらしゃべっていない。

　同時に、俺もライノのことを知らない。どこに住んで、何歳で、どんな生活をしているのか。だから、ゲームをやめてしまえば接点はなくなるだろう。

　寂しくは思うが、だからといってオフでつながろうというのも少し違う気がする。ライノからも、オフで会いたいとは一度も言われたことはない。だからこそ、こうして組んでいるわけでもあるが。

「着いたな。この先がボスフロアだ。ラストダンジョンに見合った、いかにもな扉だな」

「でも、締めくくりにはふさわしいわ」

　視線をそむけさせるような醜悪な細工の大扉。この扉を開ければ、実装されているダンジョンの最終ボスと戦うことになる。

　この大地を滅ぼそうと黒死の軍勢を率いて攻めてきた黒の死王。現在のラスボスにふさわしく、ステータスダウン、全体攻撃、強烈な単体必殺攻撃など、すべてを駆使してくる。

　攻略サイトにあった情報はそんなものだった。通常なら、最大パーティー人数の６人で挑むべき相手。ふたりというのは無謀に近い。

　それでも、俺たちはふたりで攻略することを選んだ。いまさら、他人を入れたくなかった。

「突入する前に、準備な」

「ん、わかってるわ」

　アイテムウインドーからいくつかのドーピングアイテムを選択して使用。エフェクトとともに、ステータスがアップする。

　侍職に必要なステータスは敏捷、技術、力。それらを向上させるポーションと、体力が自動回復していくレアアイテムを使用。次のバトル中はそれらの効果が継続する。

　アイテムウインドーを閉じて隣を見ると、ライノはまだ静止したままだった。アイテムエフェクトは自分にしか見えないので、準備が終わったかどうかはわからない。

「……」

　妙に長い。アイテムを使うだけなのだから、準備にかかる時間は俺とそう変わらないはずなのだが。

「ライノ？」

「ちょっと待ってくれ……よし、終わった」

　うなずいてこちらを向く。こういう戦いの前の準備も今日で最後になるのだろう。そう思うと寂しく思うが、顔には出さずに笑う。

「よし、じゃあ行きましょう。お互い、ヘマしないようにね」

「そっちこそ、あっさりやられるなよ」

　ライノも笑い返し、扉を開けた。





　突入して目に入ったのは崩れ落ちた謁見えっけん

 の間。その奥の玉座に佇たたず

 むのは、大きく真っ黒な甲冑。俺とライノ、ふたりがすっぽり入るくらいの異形の大きさと、闇の中にあってなお塗りつぶされた黒。中身ががらんどうのようなその甲冑こそが、黒の死王。

「覚悟ッ！　はっ！」

　なにかイベント用のセリフを述べているのを無視して一直線に突撃し、目にも止まらぬ連撃が死王へと吸いこまれる。鎧の隙間から漏れ出る黒い霧が、俺の攻撃で散っていく。

　ダメージエフェクトを確認する暇もなく、動き出した死王の攻撃を回避。大ぶりの攻撃は空間を薙な

 いでいく。

「うりゃあ!!
 」

　背後から神速の突きが刺さる。だが死王は動じることもなく手のひらを広げ、放たれた黒の炎がライノの身体を喰らおうとまとわりつく。

「ぐッ、ああッ！」

「てやっ！」

　防御力無視の一撃が死王を切り裂き、狙いがこちらへ移った。兜の隙間から覗く、幽鬼ゆうき

 じみた紅い瞳ひとみ

 がこちらを睨にら

 みつける。

　瞬間、放たれる刺突。

「ぐあッ！」

　刀の峰で防いでいるが、かなりの体力を削られる。それでも怯むことなく、攻撃用のスキルを叩きこんでいく。

　黒の死王への攻略法は基本的にひとつ。複数のアタッカーで順番に攻撃して、相手の狙い──ターゲッティングを移り変わらせ続けることだ。

　ボスにしては珍しく攻撃してきたキャラクターに狙いを定めてくる単純パターンなので、こうすれば攻撃回数を減らして被ダメージが抑えられる。

　ただし、死王は阿修羅のように６本の腕を持っており、攻撃間隔がほかの敵に比べてかなり速い。前衛４、後衛２で回復と攻撃を持ち回りで攻略していくのが普通だ。それをふたりでやっているのだから、キャラクターのレベルが上限まで上がっている俺とライノでもかなり苦しい。

　ひとりに攻撃が集中しないように阿吽あうん

 の呼吸で攻めていくが、徐々に徐々に押されていく。それでも体力を削り続けると、一瞬の沈黙。

「呪う……呪う……我は呪う！　忌々しい、すべての英雄を！」

　おぞましい声とともに、鎧が弾け飛ぶ。中から現われたのは、ぼろをまとった黒い骸骨。６本腕の骸むくろ

 が黒い霧を膨れ上がらせて襲いかかってくる。

　物理・魔法のありとあらゆる攻撃が俺とライノに降り注ぐ。

　これが死王の第２形態。いままで以上に攻撃が激しくなり、体力とアイテムの消費スピードが跳ね上がっていく。

　だが、それは作戦に織りこみ済みだ。嵐のような攻撃の、一瞬の凪。その瞬間に、ライノへ合図。

「ライノ、いまよ!!
 」

「おう!!
 」

　それぞれの職業の最上位スキルである、短期決戦用の時限スキルを使う。どちらも強力だが、効果が切れたときにはまともに戦えなくなる。

　これがふたりパーティーで挑んだ俺たちの切り札。

　あとはターゲッティングなど考えずに一気に押しこむ。第２形態からの耐久力はそう高くないと攻略サイトには記してあった。ふたりのスキルが切れるまでが勝負だ。

　ありったけの攻撃を打ちこみ続ける。相手の攻撃を喰らった瞬間、ダメージも確認せずに回復アイテムを使用していく。

　どうせ最後なんだ、出し惜しみせずに貴重なアイテムもどんどん使う。

　押している。そう思った瞬間──。

「死、ね！」

　呪詛とともに、６本の腕から闇のように黒く濁った光が射出される。全方位に放たれた闇の矢が、俺とライノの身体を貫いていく。

「ぐ、うっ！」

「うあっ、これ、ヤバイっ！」

　体力を回復しても、どんどん減っていく。ステータスを確認すると、体力が勝手に減少していくバッドステータスが付加されていた。

「ぐああッ！」

　束ねた腕がライノを薙な

 ぎ払う。バッドステータスがある以上、どちらが狙われても一撃で致命傷になってしまう。ライノが無事かどうかも確認せずに、踏みこみ、斬る、斬る、斬る。ライノが回復する時間を稼がなければならない。

「いいかげん、くたばりなさいよ!!
 」

　狙いを定めないままの斬撃が死王に降り注ぐ。しかし動じることもなくこちらに向き直り、６本の腕を広げた。

「っ！」

　防御、回避、弾き、受け流し。ゲーム内のスキルと、リアルで培った剣道の技術、すべてを駆使して、６方向からの攻撃に対処するが、嵐のような連撃とバッドステータスに、体力がみるみる減っていく。

　右からの３連撃、それを防ぎきった瞬間に、左から炎と槍と鎌。

　物理攻撃は防げる。しかし魔法を防ぐには、一手足りない。

「しまッ──ああああッ」

　皆まで言う暇もなく、炎の一撃。刀が弾かれて隙だらけになった自分に、右側からの追撃。そのすべてががら空きの胴体に命中し、衝撃で地面へと叩きつけられた。

「くっ、はぁ！」

　回復を終えたライノが俺をかばうように前に出た。だが、それも一瞬で薙ぎ払われる。

　吹き飛ばされ膝をついている俺たちに対し、死王がかざした手から黒い光──としか形容できないおぞましいなにかが降り注ぐ。

「ッ！　あああああッ！」

　まるで身体中をシェイクされるような衝撃と痛み。バーチャルなものだとわかっていても、苦悶の声が出てしまう。

　すべては一瞬の攻防。それが終わったとき、動くものはこちらを見下ろす死王だけだった。俺もライノも、呻き声を上げるだけで立ち上がれない。

　ステータスを見る。ふたりとも、瀕死状態。この状態ではもう戦うことはできない。

「英雄どもの末裔よ、我に刃を向けたこと、その身で悔やむがいい……」

　負けを実感する間もなく、死王が手を振り上げて黒い霧をばらまく。それはいくつもの塊になり、道中さんざん倒したモンスターに変化していった。

　ダンジョンで持っていた金棒は手にしておらず、腰ミノも着けていない。その代わり、股のあいだで勃起したモノが目の前の獲物に嬉しそうに震えていた。

　牙だらけの口から漏れる呼吸も、昂奮しているのを隠そうともしていない。

　その視線は、倒れている俺だけに向けられていた。明らかに、俺を犯そうとしている。

「う……あ……」

　呻きながら、逃げようとする。しかしわずかにあとずさっただけで、立ち上がることさえできない。

　このゲームの特徴、セックスができること。それはモンスター相手でも同じ。男女プレイヤーともに、敗北したときに一定確率で強姦イベントが発生する。だから、瀕死状態で敗北になる。

　普段は安全な町へのリターンアイテムを使えば逃げることができるが、ボス戦ではそのカテゴリのアイテムウインドー自体が開けない。

　よりによって、ボス戦でこんなフラグが立つなんて。

　犯される。俺が。男の俺が。プレイヤーでもない、モンスターに。

「ひ……いっ！」

　近づいてきたモンスターの黒い腕に腕をつかまれる。必死に逃げようとするがまったく振りほどけない。

「嫌っ、はなしてっ！　この……！」

　そんな俺にますます昂奮するように、股間をいきり立たせたまま黒鬼たちが近づいてくる。心なしか、口元が笑みに歪んでいるようにさえ見える。

「はなしてってば！　こんな奴らに……！」

　反対側に回りこんだ黒鬼にも腕をつかまれ、その場から一歩も動けなくなる。自由な脚で抵抗を試みるが、武器を使った攻撃でもない動きはモンスターには毛ほども効果がない。

　うしろに回ったモンスターの１体が首筋を舐め上げる。

「ひぅっ……！」

　ヌルヌルした感覚に鳥肌が立ち身体から力が抜け、もともとないに等しかった抵抗が限りなくゼロに近づいていく。
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お試し版の内容はここまで

続きは製品版でお楽しみください




[Kindleストアで製品版を購入する
 ]

iOS版Kindleアプリでは上記リンクは機能しません。

お手数ですが、Kindleストアにて直接「オシリス文庫」を検索してください
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